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■はじめに
近年，大地震による自然災害や，硫化水素ガス中毒な
どの化学災害が多発しており，災害医療に対する教育の
必要性が高まっている。当教室では以前より医学部４年
生を対象とした教育の一環として，災害訓練実習を実施
してきたが（表１），今回は化学災害を訓練に取り入れ
実施したので報告する。
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要 旨
富山大学，救急・災害医学講座では２００６年より４年生学生講義の時間を用いて医学部生を対象とした
災害訓練を行っている。２００８年には化学災害を導入した訓練を行った。訓練には医学部４年生８０名が参
加した。学生には，医師役，患者役などの役割を付与し事前学習をさせた。災害シナリオは，近隣化学
工場において化学物質を搭載したトレーラーの交通事故が発生し，火災，化学物質流出，家屋倒壊が起
こったものとした。患者は２０名とし，患者役の学生にムラージュを行った。患者の診察は学生医師団が
行い，診察内容，検査，治療をトリアージタッグに記入した。各部署や診察室にはチューターを配置し，
学生医師団を誘導した。所要時間は，準備に１時間２０分，訓練は１時間１０分を要した。訓練終了後，学
生に対して訓練講評をし，感想文を作成させ，フィードバックを行った。今回の訓練で，学生たちは事
前学習を行った後に，実際に災害訓練の体験をすることで，救急処置，災害対応に対する知識，意識を
高めることができたと思われる。
Abstract
A disaster drill has been performed annually since 2006 for education of fourth-grade medical
students in the Department of Crisis Medicine, University of Toyama. We introduced a drill of
chemical disaster in 2008. The procedures and methods is described. Eighty medical students
participated. We assigned roles of doctors, patients, and support staff and prepared them for the
roles in advance. The scenario was as follow: A truck loaded with a chemical substance had an
accident near our hospital; a fire occurred; a chemical substance escaped; the chemical factory
building collapsed; twenty patients with moulages were brought to the hospital. Students
specified appropriate examinations and treatments for the patients on triage tags. Tutors
allocated to the examination room and triage posts managed the students. There were 80 minutes
for preparation and 90 minutes for the drill. After the drill, the students wrote feedback reports
about the drill. Students could enhance their knowledge and consciousness of emergency
procedures and disaster management with this drill.
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■方 法
１）準備
救急部医師により詳細な訓練シナリオが作成された。
次にそのシナリオに基づいて，必要な役割や人数，患者
ステータスなどを決定した（表２，３）。訓練の主体とな
る医学部４年生には，事前に各自の役割を伝え，関連す
る事項について課題を与え予習させた。
２）想定
平成２０年６月２６日（木），１４時２０分，大学近隣の化学工
場内で，化学物質を搭載したトレーラーが建物に衝突，
建物の倒壊，火災，化学物質の流出が起こり，多数の傷
病者が発生した。最寄の病院である当院に，軽症者は自
力で来院し，重症者は救急車で搬送された。
３）訓練の実際
訓練当日は医学部４年生に対して１３時より最終の訓練
説明が行われた。その後，患者役の学生に対してムラー
ジュ（専門スタッフによる訓練用メイク）が施され，訓
練に臨んだ（図１）。
１４時２０分，消防より当院に災害発生の第一報が届く
と，直ちに現場統括者の指示によりテントが救急部玄関
横に設営された。トリアージは救急部玄関で実施され，
化学物質に汚染された可能性のある患者の除染は，防護
表１ 災害訓練テーマ
年度 シナリオ
H１８年 大地震によるアパートの倒壊
H１９年 高速道路での多重事故
H２０年 化学工場での災害
表２ 訓練参加者と各役割
役割 人数 担当
患者 ２０
医学部４年生
医師 ２４
研修医 ６
看護師 １０
事務員 １３
患者家族 ２
マスコミ ２
記録係 ３
チューター ８ 医学部５年生
救急救命士
現場統括者 １ 医師
トリアージオフィサー １ 医師
医療チームリーダー １ 医師
医療チーム一員 １ 医師
診察室管理者 ２ 看護師
事務員統括 ３ 病院事務
患者搬送 ３ 救急隊
外部評価者 ２ 地震研究所研究員
富山県医師会救急担当理事
表３ 患者ステータス
患者１ 硫化水素中毒 （黄）
患者２ 硫化水素中毒 （緑）
患者３ 硫化水素中毒 （緑）
患者４ 硫化水素中毒 （黄）
患者５ 頭部打撲 （赤）
患者６ 気道熱傷 （赤）
患者７ 右示指切断 （緑）
患者８ 頭部外傷 （緑）→（赤）
患者９ 上腕骨骨折 （緑）
患者１０ 下腿骨折 （黄）
患者１１ 頭部外傷 （緑）
患者１２ 腹腔内出血 （赤）
患者１３ 脊髄損傷 （黄）
患者１４ 過換気症候群 （緑）
患者１５ 胸部打撲 （緑）
患者１６ 熱傷 （緑）
患者１７ 眼球化学損傷 （緑）
患者１８ クラッシュ症候群 （赤）
患者１９ 発作性心房細動 （黄）
患者２０ 心肺停止 （黒）
図１ ムラージュ（訓練用外傷メイク）：左上，顔
面熱傷。右上，上腕熱傷。左下，指切断。右下，両
大腿圧痕（クラッシュ症候群）。
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服を着た医療チームが行った（図２）。トリアージタッ
グが緑の患者は，正面玄関へと誘導された。患者が救急
処置室に搬送されると，学生医師団（医師２名，研修医
１名，看護師１名によるチーム）による医療活動が開始
された（図３）。医療チームの学生たちは問診，身体所
見とトリアージタッグの情報，および事前学習で得た知
識から，必要な検査と治療を判断し，トリアージタッグ
に記入していった。各処置室にはチューターが１名配置
されており，学生医師団による医療活動の評価と補助を
行った。また，実際の災害医療現場を再現するため，患
者の医療活動を行う医師団以外に，事務員役やマスコミ
役，患者家族役を配置した。１５時３０分に予定通り訓練は
終了した。その後，訓練の講評があり，学生はレポート
を作成し提出した。
■結 果
今回要した時間は，準備に１時間２０分，訓練に１時間
１０分であった。来院患者２０名のうち，１名が初期治療の
遅れから死亡としたが，その他は初期治療が成功した。
学生のレポートでは訓練の感想や反省，意見を募り，
訓練の問題点を確認した。その結果，「実習ならではの
緊張感と責任感があった」，「事前に課題があることで，
診断・治療がスムーズにできた」，「救急患者の搬送から
処置までの流れを体験・確認できた」という意見がみら
れた。反対に，「役割によって実習内容に偏りが大き
く，学生の間で実習の満足度に差がある」という問題提
起があった。
また，訓練スタッフの講評として，「チューターを配
置することで進行がスムーズになった」，「学生の緊張感
が不足していた」という指摘があった。
■考察
救急医学教育の必要性については時代を問わずその必
要性が叫ばれており１～２），医学生を対象とした災害訓練
の報告がされている３～６）。しかし，化学災害を想定した
訓練はあまり報告されていない。本邦で最近増加してい
る硫化水素中毒を取り入れた点で，非常に現実的な訓練
になったと思われる。今回の訓練を通じて医学生たち
は，大規模災害での医療チームの活動内容や現場の雰囲
気，化学物質の除染など，普段では経験できない貴重な
体験することができたと思われる。
本講座ではこれまでに２回，医学部４年生の講義の時
間を用いて災害訓練実習を実施していた。第１回は大規
模地震，第２回は多重事故を題材に災害訓練を行ったが
（表１），予想された問題として，医学部４年生は臨床講
義の受講中であり医学知識が不十分であり，臨床経験が
乏しく，ロールプレイにおける適切な医療活動を行えな
いことが多かった。
その反省をふまえ，今回は新たに２つの対策をとっ
た。第一は訓練前学習である。医学生に事前学習を課
し，疾患や対処法，災害現場での医療チームの活動など
について，主に各自の役割と関連する事項を中心に予習
させた。第二はチューターの配置である。学生の傍に
チューターを配置し，適切な治療でない場合は状況を変
化させたり，アドバイスを行うなど介入した。これらの
対策により，今回の訓練は比較的スムーズに進行し，医
学生の満足度も向上する結果となった。
訓練評価上，不慮の転機をとった１例は，学生医師団
による初期治療が十分でなかったため，状態を変化させ
た症例である。状況変化後も適切な処置が行われず，転
帰判断を死亡とした。このような症例では，チューター
を配置することで訓練のリアリティを一段と増す結果に
なった。担当した医学生たちは訓練後のレポートで，
「訓練だが患者の命を救えず残念だ」，「医師という職業
の責任を改めて感じた」という感想を述べており，医師
育成の観点からも非常に有意義な訓練であったと思われ
る。
一方で，問題点としては，医学生に割り振られた役割
によって実習内容に偏りがみられ，満足度にも影響して
いることがわかった。医師役や看護師役など，医療行為
に関わる学生の満足度は高いが，事務役やマスコミ役の
学生の満足度は低かった。また，参加者側の問題点とし
て，学生の緊張感の不足や，スタッフ間の情報共有の不
徹底が挙げられた。次回以降の訓練ではこれらの問題点
図２ 除染活動
図３ 学生医師団による診察
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を解消していきたい。
また今回は，①平日昼間の災害，②院外での災害，③
通常病院業務との並行，④病院に被災者受け入れの素地
がある，という条件での訓練であったため，多くのス
タッフがいる状態で訓練自体が比較的スムーズに進行し
た。しかし，実際の災害にさらに近づけるためには，
様々な状況下での訓練を実施する必要があるとの報告も
あり６），今後の課題と思われる。
■結 語
医学生を対象として，化学災害を想定した災害訓練を
行った。学生は事前の予習と実際の訓練体験を通して，
救急処置，化学災害への対応に関しての学習意欲と動機
を高めることができた。今後もこのような訓練を続ける
ことで，医学生の救急・災害医療学習への動機を高めて
いきたい。
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